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演
者
は
以
前
よ
り
「
膏
方
便
覧
」
と
い
う
古
書
を
架
蔵
し
て

い
る
。
「
實
方
便
覧
」
と
い
え
ば
、
ま
づ
華
岡
青
洲
口
述
本
で
あ

る
が
、
前
者
の
内
容
は
全
く
異
り
、
巻
頭
に
塩
見
流
と
い
う
書

入
れ
が
あ
る
。
こ
の
書
に
は
題
策
、
序
文
、
賊
文
を
欠
い
て
い

る
反
面
、
本
文
に
朱
点
等
が
加
え
ら
れ
私
塾
用
膏
薬
処
方
集
と

い
う
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。

た
ま
た
ま
金
子
功
著
『
反
射
炉
Ⅱ
」
（
法
大
出
版
局
刊
）
を
読

み
、
岡
山
大
多
羅
反
射
炉
の
築
造
に
か
、
わ
っ
た
医
師
・
塩
見

小
堂
の
墓
が
岡
山
市
下
阿
知
に
あ
る
こ
と
、
小
堂
の
父
脩
也
が

華
岡
青
洲
に
学
ん
だ
医
師
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
し
か
し

金
子
氏
の
著
書
に
は
医
史
学
的
記
述
は
な
い
。

平
成
十
六
年
二
月
に
発
刊
さ
れ
た
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研

究
報
告
第
二
六
集
に
収
載
さ
れ
て
い
る
高
橋
克
伸
著
”
春
林

軒
「
門
人
録
」
に
つ
い
て
“
、
並
び
に
同
氏
校
訂
”
華
岡
家
所

74

塩
見
脩
也
と
藺
方
膏
薬

中
西
淳
朗

神
奈
川
県
保
険
医
協
会

蔵
「
門
人
録
」
翻
刻
資
料
“
に
よ
っ
て
、
塩
見
脩
也
を
調
べ
た

と
こ
ろ
、
「
門
人
録
」
四
五
七
番
文
政
元
年
八
月
廿
一
日
備

前
村
久
郡
下
阿
知
村
塩
見
脩
也
請
日
方
浦
仙
右
衛
門

を
見
出
し
た
。
（
村
久
郡
は
邨
久
郡
の
誤
）
つ
ま
り
備
前
牛
窓

港
に
近
い
下
阿
知
村
か
ら
紀
州
海
南
港
の
廻
船
問
屋
（
？
）
の

主
人
を
保
証
人
と
し
て
脩
也
は
青
洲
の
春
林
軒
に
入
門
し
た
こ

と
が
は
じ
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。

塩
見
家
一
族
の
塩
見
雪
子
氏
に
よ
れ
ば
、
脩
也
の
息
小
堂
は

反
射
炉
を
築
造
し
た
も
の
、
、
大
砲
の
発
射
実
験
に
失
敗
し
、

一
族
か
ら
六
名
の
洋
方
医
を
出
し
な
が
ら
明
治
に
な
っ
て
絶
家

な
い
し
は
四
散
し
、
春
林
軒
関
連
の
資
料
は
残
っ
て
い
な
い
と

い
う
。
（
中
西
作
製
の
略
系
図
を
当
日
配
布
す
る
）

そ
こ
で
塩
見
流
の
「
實
方
便
覧
」
に
つ
い
て
小
研
究
を
行
っ

た
の
で
報
告
す
る
。
こ
の
古
書
は
縦
二
四
、
横
一
六
・
四
セ
ン

チ
、
和
綴
、
二
五
丁
で
、
青
鼠
色
の
表
紙
に
盲
方
便
覧
と
墨
書

し
て
あ
り
、
第
一
丁
表
の
巻
頭
に
は
膏
方
全
書
塩
見
流
と
か
、

れ
て
い
る
。

こ
れ
は
盲
方
全
書
と
し
て
書
き
は
じ
め
、
途
中
で
塩
見
流
を

追
記
し
、
脩
也
が
春
林
軒
に
学
ん
だ
こ
と
に
因
ん
で
息
子
の
小
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堂
が
表
紙
に
春
林
軒
の
貴
方
便
覧
と
い
う
標
題
を
無
断
借
用
し

た
ら
し
い
。

こ
の
塩
見
流
膏
方
全
書
（
今
後
こ
の
表
記
で
統
一
す
る
）
の

内
容
は
、
膏
薬
の
部
、
膏
薬
の
註
、
油
水
露
取
法
の
三
部
か
ら

な
っ
て
い
る
。

一
、
膏
薬
の
部

こ
れ
に
は
十
七
処
方
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
日
常
的
な
十
方

に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

ａ
・
イ
ン
ク
エ
ン
ト
・
バ
ジ
リ
コ
ン
（
貴
要
實
、
抗
炎
排
膿

用
）
ｂ
・
エ
ン
フ
ラ
ス
ト
・
ム
ス
ラ
キ
ニ
ブ
ス
（
粘
活
硬
膏
、

抗
炎
排
膿
鎮
痛
用
）
Ｃ
・
イ
ン
ク
エ
ン
ト
・
ア
ル
ヒ
ュ
ル
・

カ
ン
フ
ラ
ー
ト
（
樟
脳
軟
膏
、
減
腫
和
痛
止
痒
用
）
ｄ
・
イ

ン
ク
エ
ン
ト
・
ヲ
ヲ
リ
ウ
ン
（
油
脂
軟
膏
、
打
撲
鎮
痒
抗
ロ
ィ

マ
チ
ス
用
）
ｅ
・
エ
ン
フ
ラ
ス
ト
・
テ
レ
ギ
ィ
ル
（
万
能
膏
、

陳
旧
創
打
撲
脚
気
用
）
ｆ
・
エ
ン
フ
ラ
ス
ト
・
テ
ヤ
パ
ル
マ

（
単
鉛
硬
實
、
種
々
の
腫
物
、
湿
瘡
、
切
創
に
）
ｇ
・
イ
ン
ク

エ
ン
ト
、
エ
ケ
ビ
シ
ャ
コ
ン
（
エ
ジ
プ
ト
膏
、
腐
強
の
腫
物
、

化
膿
か
ら
潰
瘍
化
す
る
も
の
に
）
ｈ
・
エ
ン
フ
ラ
ス
ト
・
オ

シ
コ
ロ
シ
ョ
ン
（
さ
ふ
ら
ん
硬
實
、
骨
痛
関
節
痛
告
痛
用
）

ｉ
・
イ
ン
ク
エ
ン
ト
・
コ
ル
タ
ー
ル
（
鉱
油
軟
膏
、
切
創
止
血

用
）
ｊ
，
エ
ン
フ
ラ
ス
ト
・
ホ
リ
コ
ス
（
白
鉛
硬
膏
、
硬
結

を
と
り
湿
面
を
乾
か
す
）
等
で
あ
る
。

右
の
う
ち
、
春
林
軒
の
流
れ
を
く
む
も
の
は
五
処
方
で
、
ａ
・

ｂ
．
．
．
ｇ
、
ｉ
・
（
カ
ス
パ
ル
流
）
。
長
崎
の
吉
雄
家
の
流
れ
を

く
む
も
の
は
八
処
方
で
、
ａ
．
ｂ
，
Ｃ
，
ｅ
・
ｆ
、
９
．
ｈ
．
等

（
重
複
あ
り
）
で
、
残
り
の
七
処
方
は
他
よ
り
取
入
れ
た
も
の
で
、

比
較
的
新
し
い
処
方
が
多
い
と
い
え
よ
う
。

二
、
油
水
露
取
法
の
部

作
用
成
分
抽
出
法
の
こ
と
で
、
植
物
性
油
二
八
種
、
動
物
性

油
二
種
、
鉱
物
性
油
六
種
、
合
計
三
六
種
が
記
さ
れ
、
九
種
の

植
物
性
油
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
採
取
法
や
用
法
に

つ
い
て
は
楢
林
流
に
準
じ
て
い
る
部
分
が
多
い
。
た
ず
し
楢
林

流
で
は
製
法
秘
で
口
伝
に
限
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
（
例
え

ば
ナ
ガ
ラ
油
Ⅱ
丁
子
実
油
）
、
楢
林
一
門
で
な
い
限
り
自
家
製
造

は
出
来
な
い
。
従
っ
て
製
造
の
問
題
に
つ
い
て
は
不
明
と
い
う

外
は
な
い
。

〔
註
記
〕
塩
見
小
堂
は
高
良
斎
の
門
人
。


